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ノート注釈
本書は「CD-8 SONY ICF-5900 の分解・修理・調整・整備マニュアル」の、立ち読み用抜粋版です。144ページのうち、32ページを抜粋しています。どうぞご覧ください 
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はじめに

本マニュアルは、かつてソニーから発売された BCLラジオ、スカイセンサー 5900を、整備復元するための
実践マニュアルです。2,000枚以上の画像と大量の資料データを用いて、2年間の時間をかけて制作しまし
た。ICF-5900整備マニュアルの“決定版”を目指しました。読んでいただき、至らぬところがございまし
たらどうぞ教授下さい。

中古市場では、現在でも容易に入手できる、かつての名機 ICF-5900を、オーナー自身が手入れして、当時
の性能、当時の輝きを復元できるようにという目的で制作しました。

国内モデルの前期型及び後期型を、実際に整備したようすを詳細に掲載しています。また、各海外モデルの

仕様の異なる部分についても記述しています。

本マニュアルは、マニュアル制作者自身が、複数台の実機を用いて、実際に作業を行い、検証したものを情

報として掲載しております。このうち前期型は、長期間雨晒しにされていて、電子部品に錆や水濡れによる

劣化がかなり進んでいる機種を整備しました。この可哀相な ICF-5900は、より有益な情報の提供に貢献し
てくれたと思います。

愛機 ICF-5900に手を入れるのは、お客様ご自身の責任において作業をお願いいたします。お客様の作業に
よって発生したすべてのトラブルは、当方は責任を負えません。どうぞご了承下さい。トラブルに関するこ

と、その他不明点やご相談は、できる限り対応させていただきますので radio1banまでご連絡ください。

radio1ban技術部



 

 

 

 

 

 

 

  
  
  
  

 

 

 

  

分解・修理・調整・整備のオーバービュー 

ICF-5900は、スカイセンサーシリーズの中でも比較的整備しやすいラジオです。同機の販売中に何回かの
改良や変更が加えられており、「前期型」と、スプレッド・ダイヤルが、より詳細な表記のスケールに変更

された「後期型」が有名です。また、国内モデルの他に、アメリカ向け、欧州向け、英国向けなど、輸出国

の受信事情にカスタマイズされたモデルがいくつも存在します。これらは、もちろん外観はほとんど同じで

すが、カバーする周波数が異なったり、回路にも若干の違いがあります。

実は、国内モデルの中でも、前期型と後期型という大きな変更だけでなく、小さな改良や変更が何度も繰り

返し行われています。例えばスピーカと、それを固定するプラスチックフレームの変更、調整用蓋の新設な

どがあります。トランジスタは、 2SC710が初期に高周波回路に採用されていましたが、途中で変更されて
います。また、前のオーナーや、修理業者が、修理や改造で手を入れてある場合もよくあります。 

ICF-5900の分解は、いくつかのポイントを押さえて手順通りに行えば、比較的容易に行えますので、部品
にダメージを与えてしまうリスクは低く、一枚のプリント基板まで分解できます。ICF-5500や ICF-5800の
ような難しさはありません。 

ICF-5900は、現在でも数多く流通しており、入手は容易です。 1975年発売から 35年以上経たこの電子機器
は、大抵何らかの不具合やダメージを被っているのが普通です。半導体や電子部品をはじめ、ケースや機構

部品も確実に劣化が進んでいます。「完動美品！」を鵜呑みにしないで下さい。

一度完璧に整備しても、しばらくするとまたどこかに不具合が出てくるのが普通です。愛用し続ける限りは、

ずっと手がかかるのだと考えてください。これが、オーナー自身が手入れするべき理由です。 

ICF-5900をレストアするための実践マニュアルですので、作業に必要な機材は一通り準備する必要があり
ます。 

① ハンダ付けを始め電子工作関係の工具類一式 

② 標準信号発生器（SSG, 400kHzくらいから 110MHzくらいまでの AM/FM変調可能なもの） 
③ テスター 

④ ICF-5900サービスマニュアル（海外版が購入可能、 ICF-5900W）

①～③は揃えてください。ICF-5900だけでなく、他機種の整備にも役立ちます。予算は様々ですが、作業
の段階が進む毎に、ゆっくり揃えて行けば良いと思います。 SSGは、ネットオークションでの相場が下がり
つつあり、数万円で程度の良いものが入手できます。低価格なテストオシレータでも十分です。

④は、いろいろ議論や問題が湧き出るところですが、海外モデル版の英文マニュアルは、海外のサイトで、

普通に購入できます。回路図が掲載されています。本マニュアルは、このサービスマニュアル無しでも作業

ができるようにまとめています。ただし回路図は、著作権の確認が取れないので掲載していません。回路図

は、ラジオの電気的な全体像を知るのに非常に有益な情報です。必要と思われる方は、海外サイトから購入

してください。個人で使用する目的でしたら問題は無いとのことです（メーカーに確認済み）。高くても 

US$20くらいで購入できます。「ICF-5900 SERVICE MANUAL」「ICF-5900 MANUAL」で検索すれば出て来ま
す。

マニュアルのお客様から、よく整備レポートを頂く事があります。拝読して、いつも驚くのは、お客様のレ

ベルが非常に高いという事です。技術力、情熱、愛情、執念．．どれをとっても脱帽です。畏敬の念さえ湧

きます。お世辞ではありません。たまにプロの方はおられますが、大半は、ラジオとは無関係のお仕事をさ

れている（おられた）方ばかりです。どうぞお楽しみください！



 

 

 

 
 

 
 

  
  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

整備目標と性能アップ・バランスの問題 

ICF-5900は、正しく手を入れれば、確実に性能アップできます。それでは、具体的にどの程度性能アップ
できるのか？を列挙すると．．．

どの程度性能アップできる？ 

1. MW/SWバンドの受信感度が向上する。同調メータ換算で、 2～3程度（場合によっては振り切れる程）
向上する 

2. SWサブ・スプレッド・ダイアルの周波数合わせ精度は、 5～10kHzくらい（ダイアルの 1目盛程度の誤
差） 

3. 周波数安定度は？ 

4. 音が良くなる 

5. 見映えが良くなる

受信感度

“高感度”は、ラジオ受信機への最高の誉め言葉です。最新の高周波用トランジスタに交換して、手順通り

に再調整を行えば、ICF-5900の受信感度は向上します。でも、信号が強くなるだけでなく、雑音（ノイズ）
も大きくなります。また、設計時に想定した増幅素子ではないので、回路の動作が、かえって不安定になる

可能性があります。

感度の良し悪しの尺度に同調メータ（チューニングメータ）の目盛を使うことが多いですが、あくまで参考

程度の目安です。ICF-5900の同調メータは、 AGC電圧を整流し、トランジスタで増幅してメータを振らせ
ています。このトランジスタによって、メータの振れ具合を大きく変えらてしまいます。

ダイアルの周波数精度 

SWサブ・スプレッド・ダイアルの周波数精度は、きちんと調整すれば、 250kHzマーカーを併用して、 5～ 
10kHzくらい（ダイアルの 1目盛程度の誤差）まで追い込めます。 IF帯域幅からすれば、“待ち受け受信“が
可能な精度です。このクラスのラジオにしては優秀だと思います。メインダイアルは言わずもがなです。

周波数安定度

周囲の温度に左右されます。電源 ON後しばらくは、冬場の低温と暖房の温度差により周波数ズレがありま
す。その後は比較的安定するようです。これは整備の影響ではなく、オリジナルの性能だと思います。

音の良さ

経年劣化した電解コンデンサを新品交換することにより、音が良くなります。良くなるというより、オリジ

ナルの音に戻ると言った方が良いかもしれません。電解コンデンサの寿命は約 20年と言われており、1975
年発売の ICF-5900の電解コンデンサはすべて寿命が来ています。ちなみにオーディオ用と呼ばれる高価な
電解コンデンサが、どれくらいの効果があるのか当方では分かりません。

見映えが良くなる 

ICF-5900のケースやツマミは、ほとんどがプラスチック製で、表面にメッキ処理や塗装が施されています。
入手時に酷い状態であっても、じっくり手入れすれば見違える程綺麗な姿に復元できます。あきらめないで、

最新のクリーニング手法、塗装手法を駆使すればそれだけの効果が得られます



 

 

 

 

 

  

最悪の状態の ICF-5900はどこまで良くなる？

結論から言いますと、車のタイヤで踏みつぶされていない限り、元気な状態に復元する事は可能です。かけ

なければならない手間暇と、必要な情熱の度合いは、 ICF-5900の状態によって増減します。

今回、長期間雨晒しにされた ICF-5900を整備して記事にしていますが、元気に鳴っています。ただし、ど
こかがおかしいです。いくつかの調整項目でピークが出なかったりします。コイルか、トリマーか、セラコ

ンか、抵抗か？どこかに不具合が残っているはずです。今回の ICF-5900は、FMバンドの受信に不具合を残
したままです。近いうちにもう一度バラして、追試するつもりです。

雨晒しの ICF-5900なんて、私達ラジオ好きにとっては考えられない処遇ですが、ラジオなんて商品と思っ
ていない古老の古物商なんかは、そのへんの陶器といっしょに店の庭先に積み上げてあります。愛機を入手

する時は良く見極める必要があります。

大枚はたいて、やっとの思いで手に入れた ICF-5900ですが、自分自身が、まあ納得できるレベルの修理、
調整、整備を行えるようになるのには、数台の ICF-5900を犠牲にする必要があるかもしれません。 ICF-5900
愛好家が、望むと望まざるに関わらず保守部品を確保できているのはそういう訳です。ICF-5900は、スカ
イセンサーの完成型といっても良いくらい、保守性、つまり、分解と組立がやり易くなっています。マニュ

アルのお客様の中に、1日に 6回分解・組立をやったという方がおられますが、 ICF-5900ならば壊れる事は
無いと思われます。良いラジオです。



 

 

 

 

 
 

 

 
 

  

ICF-5900の分解手順 
ICF-5900の分解は、旧機種 ICF-5500や ICF-5800よりも容易です。手順通りに、いくつかのポイントを押さ
えて進めて行けば、プリント基板一枚までバラせます。

部品交換を伴うラジオ回路の修理は、このプリント基板までバラしてから行います。調整は、前面と後面の

ボディケースを取り外して行います。

これから実際に分解しながら解説して行きます。

前面パネル

開けて取り外す時は、ダイアルを始め、 6個のツマミを取り外します。スイッチは、外す必要はありません。 
ICF-5800のように、メインダイアルの奥の固定ネジはありません。

後面パネル

裏蓋は、4本の長いネジを外せば、開けられます。



 

  

 

 

  

 

 

  

前面パネルのツマミ・プレート・スケールを取り外す

サブスプレッドダイアルは、強く掴んで真上方向に引き上げると抜けます。固くてもドライバーでこじ開け

ないでください。ダイアルパネルに傷が付きます。どうしても抜けない場合は、後で説明するように、ダイ

アルシャフトにタコ糸を巻き付けて、真上にタコ糸を引っ張りながら、ダイアルツマミを真上方向に引き上

げます。

次に、メインダイアルを強く掴んで、真上方向に引き上げて取り外します。

バンド切り替えスイッチも同様に、強く掴んで真上方向に引き上げて取り外します。

ボリューム、トーンボリュームも真上方向に引き上げるのですが、小さいので掴み難いかもしれません。そ

の場合は、タコ糸を根元のシャフトに巻き付けて、直線方向に引っ張りながら真上方向に引き上げます。固

いからといってドライバーでこじ開けると、ケースに傷を付けてしまう恐れがあります。ツマミを浮かせる

のにどうしてもドライバーを使う場合は、ドライバーの先を布やティッシュなどをクッション代わりにくる

んで行います。



  

 

 

 
 

  

ダイアルプレートを取り外します。まず、サブスプレッドダイアルのシャフト付近に、プレートを固定して

いるスプリングを外します（左側写真では、このスプリングが欠落しています）。次にプレートを下方向に

ズラしてから上方向に引き上げると取り外せます。

黒色のサブスプレッドダイアルスケールを取り外します。スケールの両端を掴んで、真上方向に引き上げて

取り外します。

前面パネルのツマミ、プレート、スケールを取り外し終えたようす



 

 

 

  

 

 
 

  

ケースを取り外す

裏蓋（後面ケース）にある、4本の長い(+)ネジを外します。 

4本のネジを外したら、前と後ろで 2枚のケースが外せます。電池蓋（写真左では欠落しています）を取り
外し、前と後ろのケースをそっとこじ開けます。

後面ケースを外したようす。プリント基板が見える



  

 

 

 
 

 

 
 

  

前面ケースを外すために、スピーカーにつないでいる 2本のリード線を外します。場所は、プリント基板の
右下にハンダ付けされている、白と黒のリード線です。

次に、基板をそっと前面ケースから持ち上げると、基板とケースが分離できます。

基板表面（前面）

前面には、プリント基板（メイン基板）の表側（部品側）に黒いプラスチック製のシャーシが固定されてい

ます。シャーシの上に、ダイアルフィルム、スイッチ、ボリューム、チューニングメータなどが固定されて

います。調整はこの状態で行います。

基板裏面（後面）



 

 

  

 

  

基板上面

基板側面



 

 

 

 
 

  
  

 

 

 

 

  

ダイアルフィルムの取り外し

スカイセンサーシリーズの周波数表示は、周波数がプリントされたフィルムが、ダイアルの動きに合わせて

巻物のようにスライドする仕組みです。修正や調整作業を行うときは取り外します。取り外しは、以下の 3
つの手順で行います。 

① メインダイアルツマミを反時計方向に回し切り、ダイアルフィルムが最低周波数の端に来るように巻き

取ります。 

② シャーシにある 2つのフックを、外側に曲げます。 
③ 同時に、ダイアルフィルムのシャーシを上に起こして取り外します。

ダイアルフィルムは、調整の最終段階（SW帯の調整）まで使いません。袋に入れて保管して置いてくださ
い。

【注意！】ダイアルフィルムの汚れ落とし

フィルムに油様の液体や、しつこい汚れが付着している事がありますが、強く擦ったり、アルコールや洗剤

をかけないでください。プリントが剥げてしまいます。経年劣化のためか、印刷がもろくなっています。柔

らかいブラシで軽く掃く程度がベストです。



 

  

 

 

 

 

  

  

ボリュームコントロール基板の取り外し

ボリュームコントロール基板は、シャーシにある 3つのフックを曲げ、フックの反対側をテコにして基板を

起こして取り外します。7本のリード線は、メイン基板につながっていますが、そのままにしておきます。

スイッチ基板の取り外し

スイッチ基板は、12本のリード線がメイン基板とつながっています。まず、途中の結束バンドをニッパで
外します。

次に、シャーシにある 2つのフックを曲げ、フックの反対側をテコにして基板を起こして取り外します。 12

本のリード線は、メイン基板につながっていますが、そのままにしておきます。



 

 

 

 

 

  

メイン基板のシールド板の取り外し

メイン基板裏側（パターン）にある 2枚のシールド板を取り外します。ハンダ付けで固定されています（写
真左の赤○）。小さい方のシールド板には、セラミックフィルタの中心周波数を示すカラーシールが貼られ

ていますので確認しておきます。
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ICF-5900の仕様

国内モデル (ICF-5900)

大きさ 幅 223×高さ 234×奥行 102mm

重さ 2.2kg(乾電池含む)

電源 AC 100V 50/60Hz(付属の ACパワーアダプター AC-110使用)

DC 4.5V (UM-1 X3、カーバッテリーコード DCC-127H使用可能)

消費電力 AC 4VA(50Hz),  3VA(60Hz)

実用最大出力 1,900mW (EIAJ/DC)

回路方式 FM/MW スーパーヘテロダイン

SW デュアルコンバージョン(ダブルスーパーヘテロダイン)

受信周波数 FM 76～90MHz

MW 530～1605MHz

SW1 3.9～10 (77～30m)

SW2 11.7～20MHz (25.6～15m)

SW3 20～28MHz (15～10.7m)

アンテナ FM/SW ロッドアンテナ（外部アンテナ端子付）

MW フェライトバーアンテナ（外部アンテナ端子付）

スピーカー 直径 10cm

付属品 乾電池 ×3 

ACアダプタ AC-110 ×1

イヤホン ME-20H ×1

肩掛けベルト ×1

発売日 1975年 10月



        

   

    

      

    

     

     

    

    

     

    

     

    

     

    

       

      

   

   

   

   

       

       

      

    

       

           

    

    

    

  

海外モデル (ICF-5900W) US, Canadian, UK, AEP, E Models 

Power Requirements: 4.5V DC, three batteries size D (IEC designation R20) 

[US and Canadian Model] 

120V AC, 60Hz with Sony AC power adaptor AC-110 

[UK, AEP and E Model] 

220 – 240 AC (100,110-127V adjustable) 

50/60Hz with optional Sony AC power adapter AC-3W 

AC-456C (West Germany Model) 

or 12V car battery with optional Sony car battery cord DCC-127H 

Power Output: 1,900mW DC (Total Harmonic Distortion 10%) 

Power Consumption: [US and Canadian Model] 

6W AC (60Hz) with Sony AC power adapter AC-110 

[UK, AEP and E Model] 

7.4VA(50Hz) 6.8VA(60Hz) with optional Sony AC power adapter AC-3W 

Circuit Systems: FM/MW:Superheterodyne 

SW: Dual conversion superheterodyne 

Frequency Range: FM: 87.5 - 108MHz 

MW: 530～1605MHz 

SW1: 3.9～10 (77～30m) 

SW2: 11.7～20MHz (25.6～15m) 

SW3: 20～28MHz (15～10.7m) 

Antennas: FM/SW: Telescope antenna, external antenna terminals 

MW: Built-in ferrite-rod antenna, 

external antenna terminals 

Speaker: 10 cm (4 inches) dia. 

Dimensions: Approx. 223 (W) x 234 (h) x 102 (d) mm 

8’ 3/4’’ (W) x 9’ 1/4’’ (h) x 4 (d) inches 

(Including projecting parts and controls) 

Weight: Approx. 2.2 kg, 4 lb 7 oz 

(Including batteries) 



   
   
  
    
    
    
   
   
   
  

 

 

  

参考・引用文献 or 情報源 
 SONY ICF-5900サービスガイド 
 SONY ICF-5900W SERVICE MANUAL 
 現場技術者のための「ＴＲラジオの原理と調整・修理」 高山信雄先生 啓学出版 

 「電子部品の故障原因とその対策」 吉田弘之氏 日刊工業新聞社 

 「トランジスタラジオの設計と計算」 佐藤嘉一氏・高橋昭三氏共著 オーム社 

 「トランジスタ規格表」 CQ出版社 
 「FET規格表」 CQ出版社 
 知的電子実験スタッフ http://radio1ban.com/jikken_index.htm 
 西田ライブラリ（ＨＤＤの膨大な肥やしの中から引用）

マニュアル制作のために ICF-5900前期型機をお貸しいただいたお客様、マニュアル制作のために ICF-5900
後期型機をお貸しいただいたお客様に深く感謝申し上げます。



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

懐古～ラジオ少年

昭和３０年代生まれの無線・ラジオ少年（別名、無線・ラジオおたくという）が、いい歳になってから

古ぼけた方探を（偶然＆見知らぬ良き先輩のおかげ）治してしまってラジオの収集と修理にはまりました。

その数は数百台にのぼります。成功率はヒ・ミ・ツ（笑）

「バキッ」という鈍い音とともに絶望と悲壮感のドン底に落ちてしまったトホホな実験や、世界中の壊

れたラジオはオレが ALL 引き受けてやるぜ！！と、傲慢かつ有頂天な気分に浸ったり．．

ラジオの修理と製作は、現在人の私たちに、とってもワクワクさせてくれる知的電子遊びです！

シロートの私でも、ラジオへの愛情と情熱、そして情報があれば、必ず鳴らせました。とことん集めた

情報データをおしげも無く公開いたします。

PS： よく聞かれますが、私の本業はコンピュータ屋（斜陽）です。無線のプロではありません。

もし、私の本業が、みな様のお役に立つことがあるとすれば、ドキュメンテーション（文書技術）でしょ

うか．．．

コンピュータ技術者として、ただでさえワケがわからないコンピュータを、できるだけわかりやすく伝え

るという技術が、このマニュアルシリーズに発揮できればうれしいです。 


本書の全部または一部を無断で複製（コピー）することを禁じます。

本書は、radio1ban（ラジオ 1番）が編集・作成した電子書物です。本書に関するお問い合わせは、下記の
アドレスへ電子メールでお寄せ下さい。

ラジオ 1番技術部 西田和生 

kazu@radio1ban.com

マニュアルの更新・最新情報 

http://radio1ban.com 

SONY ICF-5900の分解・修理・調整・整備マニュアル

（トランジスタラジオの整備シリーズ）

2012年 1月 31日発行

mailto:kazu@radio1ban.com�
http://radio1ban.com/�


 
 

 

 

 

付録：資料・データ集（ A3サイズ）

マニュアル本文中にある図などを、より解り易くなるように A3サイズで掲載しました。



 

 

  

ICF-5900 ブロックダイアグラム（TR,FET,Dはオリジナル）



 

 

  

メイン基板部品配置図（表側）
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メイン基板オリジナル（前期型）



 

 

  

整備後のメイン基板（前期型）



 

 

  

メイン基板オリジナル（後期型）



 

 

  

整備後のメイン基板（後期型）



 

 

ボリュームコントロール基板（前期型・後期型共通）
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